

























日程：2015 年 3 月 1 日（日）  
会場：山梨県富士山科学研究所  











司会進行 本郷哲郎，山梨県富士山科学研究所 研究管理幹 
 
10：00 ～ 10：05    開会挨拶   藤井敏嗣, 山梨県富士山科学研究所 所長  
 
10：05 ～ 10：20  振り返り「自然公園としての富士山」 
             荒牧重雄, 山梨県富士山科学研究所 名誉顧問 
 
10：20 ～ 11：20   米国アディロンダック公園における地域制公園の管理 
                  ジョン・D・ミリオン， 
アディロンダックマウンテンクラブ 管理担当事務次長 
 
11：20 ～ 11：35    （ 休憩 ） 
 
11：35 ～ 12：00  解説「北米における地域制公園について」 
             土屋俊幸, 東京農工大学大学院農学研究院 教授 
 
12：00 ～ 13：00    （ 昼食 ）  
 
パネスディスカッション【 地域との協働による自然公園管理 】 
 
司会進行：愛甲哲也, 北海道大学大学院農学研究院 准教授 
 
13：00 ～ 14：30   日本国内の事例の紹介（各 15 分） 
 
（1）富士山世界遺産  
市川満, 山梨県知事政策局 理事 
 
（2）小笠原と知床・世界遺産の協働型管理  
中山隆治, 環境省生物多様性センター センター長 
 
（3）屋久島世界遺産の管理～現場から見た奇妙な状況  
小原比呂志, ㈲屋久島野外活動総合センター 取締役営業部長 
 
（4）山と渓谷社は、なぜ登山道整備にお金を出すのか 
 神谷有二, 株式会社山と渓谷社 Yamakei Online 部 部長 
      （公財）日本自然保護協会 理事 
 
（5）大雪山国立公園における登山道管理水準と協働型管理 
 愛甲哲也, 北海道大学大学院農学研究院 准教授 
 
14：30 ～ 14：45     （ 休憩 ） 
 
14：45 ～ 15：55  全体討論 
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- 地域との協働による自然公園管理 - 
 
日時：平成 27 年 3 月 1 日（日）9:30～16:00 
会場：山梨県富士山科学研究所 1 階ホール 
主催：山梨県富士山科学研究所 国際シンポジウム 2014 
「自然公園としての富士山-6」実行委員会 
協力：環境省環境研究総合推進費「持続的地域社会構築の核としての自然保護地域の評価・ 
   計画・管理・合意形成手法の開発」事業 
 
本郷（司会）：皆さん、おはようございます。定刻になりましたので、これより「山梨県富士山





































 6 回ですが、これでひと区切りと思っておりまして、ちょっと振り返らせていただきます。 
 これが 5 回までの報告書です（図 1）。5 冊ありま
して全部で 600 ページ以上になるのですが、きょう





























の生物多様性センターで、その中に国立公園の自然保護官事務所、英語で言うと Park Ranger 
Station があります。そこへ怒鳴りこんだんです。それで「あんたら何やってんだ」と怒ったん














































































































































































































































































































公園の中心部で一番人気のある場所は 46 の山々がありまして、これが 4000 フィート級の山と
なっています。その中でも一番魅力あるプログラムとしては、この 46 の山全てを制覇しようと



























































































































































ということを見せました。1880 年から 1910 年の
間で 100 万エーカーの森林が燃やされました。そ























































































Johns Brook Lodge というもので、1925 年につくりました。そしてこの地域、Heart Lake の周
りを 20 年、30 年使いました。 
そしてここは、レイク・プラシッドクラブというまた別の民間組織が使っていますけれども、

































そしてその中で特に雄弁に語ったのが、保全主義者の Bob Marshall 氏であります（図 28）。
彼はアディロンダック出身の地元っ子でありまし















1 のみになってしまいます。現在の 3 分の 1 の面
積になってしまいます。つまり、中心部だけが国
立公園になります、とは言いましても、全米で依然第 3 位の大きさではあるわけですが、しかし





































































































































厳しく管理できない。だから Primitive となっています。 










次の分類が Canoe Area です。Primitive の分類なんだけれども、トラベル・ルーツ、つまり湖
沼とか川をつなぐようなルートがあって、その近くには例えば小屋があったりということになっ
ていて、この辺りは人々が楽しめるようになっているというエリアが Canoe Area です。 




























































それから Rural Use という農村。ここは農地だったり、あるいは農業をする地域だったりしま






ということで、われわれが持っている土地が 640 エーカーということは 1 平方マイルという広
さになりますけども、ここには今 9 棟ほど建物が建っています。640 エーカーでありますので、
あと七つ建物を建てることができるという程度です。というのも、三方を Wilderness という分
類の地域に囲まれているので、われわれは 640エーカーあってもこのぐらいしか建てられません。



















































































献ですが、その他 NGO としてあるのは、Open 







































































アディロンダック・ロッジです（図 51）。それからバックカントリーのロッジとしては Johns 
Brook Lodge、1925 年に建てられたものです（図 52）。3.5 マイルほどバックカントリーに入っ
ていったところにあります。電力はここには供給されておりません。そして、し尿などはバレル
に詰めて毎年運び出しています。し尿で環境に影響が出ないようにということで活動しています。 









図 54 図 55 
図 53 
















今申し上げた組織全てが“Leave No Trace”という原則に基づいてやっております（図 59）。
責任あるレクリエーションの啓蒙活動をしております。Leave No Trace というのはコロラド州ボ
ルダーにある組織なのですが、日本にも












































































それから、ニューヨーク州全体で約 100 エーカーの高山植生があります。これが 16 の山に分
かれています。比較するとセントラルパークの 8 分の 1 ぐらい、それが 16 の山に広がっている
という、本当に本当に狭いエリアです。でもそんなに狭いのに 30 種の危機に瀕している種が存
在しています。Summit Stewardship Program というのは、ADK とニューヨーク州の環境保護


















































































































































ました、アメリカの National Park 
Service、連邦国立公園局が経営してい
























































































































































































































































































Nature Conservancy ですとか、Open Space Institute、そういったところが一部の土地を買収
して、そして州がそれを買い取る資金ができるまで持っていたりします。ADK としては土地を
買うことはいたしません。 































































これを 2016 年 2 月までにユネスコへ保全状
況報告書といった形で提出せよということで
ございます（図 1）。 


















































































































































































































































































































































































































































すると 6 年分になるじゃないですか。さらにこれができれば次はこんなふうにやりますよとい 
図 19 










































































































絵本を環境省で出したり（図 33）、いろいろなことをして IUCN の専門家を呼んでワークショッ
プを開いたりしています（図 34）。これでみんなでネコを捕ろうというのを島民 60 人、島外の


























































































図 1 図 2 図 3 






















































きょうのお話はこの新高塚小屋についてです（図 12）。これは縄文杉から歩いて 1 時間ぐら
い上にある、屋久島登山の中核になる避難小屋です。混んでいる時期は右下の写真のようにテ
















































































































































































































































と渓谷社 Online 部部長の神谷さん、お願いいたします。 
 






                


























































































 地元としては 10 年ぶりの開通で観光客、登山客も来てほしいということだったんですけれ
ども、やはり事故が起きてしまってはしょうがないだろうということで、その調査をするとい
うことで、それもある意味、登山道の安全という意味では、ここも登山道関係かなというとこ






































































































































































































































































































 大雪山には約 300 キロの登山道があります。その登山道の管理にかかわっている団体名を並べ
てみたものですが、林野庁、環境省の各事務所をはじめとして、それぞれの自治体、北海道は上































































































































































































































































































































































これは決して無理な数字を提示したのではなくて、今大体平均が 2,300 人です。混むときで 500








































































































































10 万人の登山者は協力しないかもしれませんが、1,000 人ぐらいはするかもしれないとか。 
そういう活動をしていることのアピールというと嫌な言い方になるんですけど、知っていただ
くことから始めないと、黙々と後姿を見せて、素人っぽい格好、あるいは山屋っぽい格好で活動














































































































































































































































































































































Public and Private Land Management in the Adirondack Park 
 
ジョン・ミリオン，アディロンダックマウンテンクラブ 管理担当事務次長 
John Million, Deputy Executive Director Adirondack Mountain Club 
 
The Adirondack Park is the largest publicly protected area in the contiguous 
United States, with over six million acres of land set aside by the citizens of New 
York State over 100 years ago. The Adirondack Park is larger than Yellowstone, 
Yosemite, Great Smokey, Glacier, and Grand Canyon National Parks combined. It 
is unique because it is a New York State owned and administered park rather 
than a National Park owned and operated by the United States federal 
government. 
Also unique is the fact that within the over six million acres of land within the 
“Blue Line”, roughly half of the land is public and half is privately owned. Within 
the Park there are villages, towns, businesses, people’s homes, schools and 
colleges, and areas of private development. There are also vast tracts of land 
protected by a variety of restrictions on what type of activity or development can 
occur in these areas. The Adirondack Park is a place where protected wilderness, 
open space and people co-exist. 
The Park is also a very popular tourist area and outdoor recreation is a significant 
contributor to the Parks economy and one of the main reasons people choose to 
live here. The importance of maintaining access to the protected areas while still 
safeguarding the natural resources is a primary concern. A compelling issue 
facing the managing agencies is ensuring the Forest Preserve lands survive their 
popularity.   
The management of the Adirondack Park lands fall mostly under the jurisdiction 
of two New York State government agencies. The Adirondack Park Agency sets 
limits for the development of private land. The Department of Environmental 
Conservation administers the rules and regulations on the public land. Since 
there is no main entrance or gate to the Park due to its embedded towns and 
villages, the Adirondack Mountain Club, a private not for profit organization, 
owns land and provides services that act as the visitor center and main gateway to 
the most popular areas of the wilderness.  
We will examine the history of the formation of this unique experiment in 
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 resource protection and describe the role that each of the coordinating agencies 
and organizations play in making this patchwork of public and private lands a 
viable land management solution. The uneasy coexistence of people and adjacent 
wild places is the reality that most of the world faces, and the Adirondack Park, 
with over 100 years of experience to draw upon, is an excellent model for 













The main contents of my speech is to explain very rough outlines of “Greenline 
Parks” or natural parks having both public and private ownerships with public 
controlled land use planning in the United States and to show characteristics of 
Adirondack Park as a model of Greenline Park from the viewpoint of partnerships 















性（need to control more tightly the scale、location and siting of the buildings on 
the lower flanks of the mountain）に関するものであり、 
勧告は、a)全体構想（Vision）の策定、b)下方斜面における巡礼路の特定（delineate 
the pilgrim routes on the lower slopes）、c)上方の登山道の収容力（carrying capacity 
for the upper access routes）の調査研究に基づく来訪者管理戦略（visitor 
management strategy）の策定、d)上方の登山道等の総合的な保全手法（overall 














Cooperative Management of Ogasawara and Shiretoko World Natural Heritage 
 
中山隆治，環境省生物多様性センター長 
Ryuji NAKAYAMA，Director-General,Biodiversity Center,  














 小原比呂志，㈲屋久島野外活動総合センター 取締営業部長 
 





































の合計は、これまで 16 の団体に合わせて 800 万円ほどの金額になりました。その中
で、登山道整備関連は 5 案件、約 210 万円、それ以外にも登山道関連の安全管理や環















































Trail Management Standards and Collaborative Trail Management in Daisetsuzan National Park 
 
愛甲 哲也，北海道大学大学院農学研究院 准教授 
Tetsuya AIKOH, Associate Professor,  

























Various agencies and groups, including park volunteers, local alpine 
clubs, Ministry of the Environment, the Forestry Agency, Hokkaido government 
and municipalities, have been managing trails at Daisetsuzan National Park. 
Stakeholders feel that there has been less communication with other stakeholders 
and visitors. The mountain trail management standard and the trail maintenance 
guidance have not been recognized and utilized. Besides the members of local 
alpine clubs are worried about shortage of staff, aging of staff, less funds, and the 
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 managerial responsibility. 
Daisetsuzan National Park is the largest park in Japan. Related 
organizations and stakeholders are many and various. In 2012, the branch office 
of Ministry of the Environment held stakeholder meetings. Forest management 
station, municipal government, park volunteer, local alpine club, mountain guides, 
tourism industries, nature conservation group and researchers joined. Since then, 
the meeting has been held twice a year, before and after a summer trekking 
season. Participants share the information of access road closure, condition of 
trails and the proposed trail maintenance by other members. After the trekking 
season, they share the result of their activities, and discuss the potential issues 
for the next year. This meeting gave stakeholders the opportunities not only for 
the information exchange, but also for their collaboration. Involving of urban 





















































John Million short biography 
John D. Million is the Deputy Executive Director of the Adirondack Mountain Club 
(ADK). In this role、 Million is the Chief Operating Officer for the organization、 
and oversees all the daily operations of the programs、 services、 and business 
units of the Adirondack Mountain Club. He has served as Deputy Executive 
Director since 2004 and prior to that was the Operations Director for ADK. Million 
began with ADK in 1999 as the North Country Facilities Director、 managing the 
Heart Lake Program Center、 which acts as the main gateway to the popular High 
Peaks Wilderness Area of the Adirondack Park. 
Before joining ADK、 Million had a successful career as a business executive in 
outdoor recreation and sporting goods retail management. He worked for 
Recreational Equipment、 Inc.、 Timberland、 and Champs Sports、 among 
others throughout the northeastern United States. Million pursued a B.S. in 
Physical Education at Syracuse University and completed his studies in 1983. He 
lives in Lake Placid、 NY near the bobsled run from the 1980 Olympics with his 
wife Katie and enjoys many outdoor activities. 
The Adirondack Mountain Club、 also known as ADK、 is a non-profit、 
conservation based、 membership organization dedicated to the protection and 
responsible recreational use of the New York State Forest Preserve、 parks and 
other wild lands and waters. With nearly 30、000 members and 27 local chapters 
throughout the northeast、 ADK is on the front lines of advocacy on issues 
involving the Forest Preserve、 parks、 and open spaces. ADK’s Education 
Department offers a wide variety of workshops for all interests and outreach 
programs for schools and youth groups. ADK’s volunteer and professional trail 
crews work together to maintain thousands of miles of hiking trails in the wild 
lands of New York State.  
ADK also operates two Program Centers that include lodges、 cabins、 and a 
campground and information center where guests can learn about and interact 
with the surrounding wilderness. ADK Publications produces over 30 titles、 
including an award winning calendar、 the membership magazine “Adirondac”、 
and the most complete map and guidebook series for the Adirondack and Catskill 
Parks. 
ADK maintains a Conservation and Advocacy office in Albany、 a Member Services 
Center in Lake George、 Johns Brook Lodge located 3.5 miles into the backcountry 
near Keene Valley、 and the Heart Lake Program Center outside of Lake Placid、 
New York. The Heart Lake location serves as the main gateway to the High Peaks 
Wilderness、 home of the highest mountains in  
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New York State and the busiest trailheads for recreational hiking. The ADK High 
Peaks Information Center acts as the primary visitor and education center for 
thousands of tourists as they enter the Adirondack Park backcountry.  
As a member directed organization、 ADK’s most valuable resource is its 
volunteers. Literally thousands of hours of time are donated by ADK members each 
year in supporting the mission、 programs、 and activities of the Adirondack 
Mountain Club.   
 
 








TSUCHIYA,  Toshi-yuki     Born in Tokyo in 1955 
Professor, Forest Management and Policy Laboratory, Division of Environmental 
Conservation, 
Institute of Agriculture, Tokyo University of Agriculture and Technology 
Ph. D. (Agriculture)(University of Tokyo) 
SPECIAL INTERESTS: 
Forest Policy, Outdoor Recreation and Tourism, Integrated Natural Resource 
Management, 
Public Participation and Environmental Governance, Protected Area Management 
EMPLOYMENT: 
1985-1995  Researcher, Laboratory of Forest Economics and Management, 
Hokkaido Research Center, Forestry and Forest Products Research Institute, 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, Japanese Government 
1995-2002  Associate Professor, Regional Resource Management Unit, Department 
of Environmental Sciences, Faculty of Agriculture, Iwate University 
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2002-2007  Associate Professor, Forest Environment Unit, Department of Eco-
region Science, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Agriculture and 
Technology 





山梨県 知事政策局 理事 
京都大学卒業。1984 年山梨県庁就職後、自治体国際化協会パリ事務所、山梨県環境科




中山 隆治 略歴 
東京都出身、信州大学大学院を修了後、平成 3年 4月に環境庁職員として採用。 
主に国立公園管理の現場を経験し、本省では、国土庁、環境省環境影響評価課、国立











小原 比呂志 略歴 
（有限会社屋久島野外活動総合センター エコツアーガイド、屋久島学ソサエティ理事） 
1984 年鹿児島大学水産学部卒業 
1988 年 7 月 屋久島ガイド協会設立。屋久島では初の山岳・自然ガイド団体。1993 年










神谷 有二（かみやゆうじ）略歴  





































































山梨県富士山科学研究所 国際シンポジウム 2014 
「自然公園としての富士山-6」実行委員会 
 
〒403-0005 山梨県富士吉田市上吉田字剣丸尾 5597-1 
TEL：0555-72-6211 
FAX：0555-72-6204 
http://www.mfri.pref.yamanashi.jp/ 
 
 
 

